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JCIレース・トゥ・ゼロ・サークル
誓約フォーム
JCI レース・トゥ・ゼロサークルでは、2050年までにネットゼロに向けてコミットするJCIメンバーを歓迎します。この文書を全体的に確認し、最後の表・誓約を記入してください。なお、JCIレース・トゥ・ゼロ・サークルに参加するJCIメンバーは、UNFCCCキャンペーン「Race to Zero」及び「Climate Ambition Alliance」の参加主体としてリストアップされます。
また、他のレース・トゥ・ゼロ・パートナーを通じて既にレース・トゥ・ゼロに参加しているメンバーについても、ぜひJCIのレース・トゥ・ゼロサークルにご参加ください。（報告等は参加している他のレース・トゥ・ゼロパートナーに行っていただきます。）

誓約文
気候変動の危機の緊急性を認識し、<主体名>は、気候変動による最悪の影響を回避するために、世界の気温上昇を産業革命以前のレベルから 1.5℃に抑え、2050 年までにゼロにするというパリ協定の最も野心的な目標に、自らの事業・活動を合わせる世界的な運動に参加することを表明します。
この書簡に署名することにより、私の組織・自治体は、以下の3つの選択肢のいずれかに参加し(選択肢1の場合はすでに入っている場合も含む)、それによってJCIレース・トゥ・ゼロ・サークルに参加し、気温上昇を1.5℃に抑えることと野心を一致させることを約束します[footnoteRef:1]。 [1:  いずれかの選択肢に参加の後、別の選択肢に参加することも可。] 


＜選択してください＞
□選択肢 1 : 我々は、JCI のレース・トゥ・ゼロ・サークル以外のレース・トゥ・ゼロ・パートナーのネットゼロコミットメントに既に参加している、または今から３か月以内に参加を申請します[footnoteRef:2]。 [2:  最新のレース・トゥ・ゼロ・パートナーは、https://unfccc.int/climate-action/race-to-zero-campaign#eq-4の「How to join as an actor」にリスト化されているイニシアチブとします。] 


□選択肢2-(1)- 我々は、JCI レース・トゥ・ゼロ・サークルの要件に従って2050年までにSBTイニシアチブ定義に基づくネットゼロ[footnoteRef:3]を目指します。独自の中期目標は設定せず、JCIレース・トゥ・ゼロ・サークルの設定するミニマム要件に沿った中期目標を達成すべく誓約します。 [3:  SBTイニシアチブによるネットゼロの定義に従うものとします。] 


□選択肢2-(2)- 我々は、JCI レース・トゥ・ゼロ・サークルの要件に従って2050年までにSBTイニシアチブ定義に基づくネットゼロを目指し、JCI要件に沿った中間目標を6カ月以内に設定・公開することを宣言します。


社名：　　　　　　　　　　　　　　役職：　　　　　　　　　　　
日付：　　　　　　　　　　　　


署名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

この文書またはURLの署名フォームに必要事項を記入・署名し、文書の場合は署名したコピーを JCIレース・トゥ・ゼロ・サークル事務局（register@japanclimate.org）に返送してください。（署名フォームの場合はコピーの送付は不要です。）

JCIレース・トゥ・ゼロ・サークルチームの事務局は、署名されたコミットメントレターを受理する前に、デューデリジェンス審査を行う権利を有します。受理についての判断が決定しましたら、記載いただいた連絡先にご連絡いたします。

以下のフォームに必要事項をご記入ください。
記入いただく箇所は選択肢等によって異なります。

JCIは、自治体についてはイクレイ、企業・金融機関についてはSBTイニシアチブによる企業の1.5℃誓約(Business Ambition for 1.5℃)と連携しています。
他のパートナーを経由して参加する組織・自治体については、可能な限りJCI事務局が各イニシアチブにおつなぎいたします。メール（register@japanclimate.org）にてお問い合わせください。


誓約のための情報提出フォーム
目次
	A.基本情報
	みなさまご回答ください。

	B.他のパートナーを通じた参加についての情報
	選択肢1を選択した場合回答ください。

	C. JCIレース・トゥ・ゼロ要件による参加についての情報
	選択肢2を選択した場合回答ください。



A.基本情報
※選択肢1、2いずれを選択した方も情報を記載ください。
※JCIメンバーのみがJCIレース・トゥ・ゼロ・サークル参加の誓約を行うことができます。メンバーになっていない方は、まずJCIへの参加をお願いいたします。同時の提出も可能です。

	
	日本語
	英語

	組織名称
	
	

	本件連絡先：お名前
	
	

	本件連絡先：E-mail
	

	売上または収入・歳入(最新の1年間)
	円

	人口・従業員数・会員数・学生数等（当てはまるものに〇をつけてください）
	人



JCI参加申し込みはこちらへ
参加申し込みフォーム
●メールでのお申し込み（参加申込書を記入して送信）
メールアドレス：office@japanclimate.org
ダウンロード：参加申込書（jci_registration.docx）



B. 他のパートナーを通じた参加についての情報
※選択肢1を選択した方のみお答えください。
B-Q1: どのパートナーの枠組みに参加済/参加予定ですか？（必須）
	
	参加済
	参加予定
	
	

	企業
	☐
	☐
	1.5℃を目指す企業誓約*
	Business Ambition for 1.5 C - Our Only Future

	
	☐
	☐
	気候誓約
	The Climate Pledge

	
	☐
	☐
	指数ロードマップイニシアチブ
	Exponential Roadmap Initiative

	Bコーポレーション
	☐
	☐
	Bコーポレーション
	B Corporation

	商工会議所
	☐
	☐
	国際商工会議所気候連合
	International Chamber of Commerce Chambers Climate Coalition

	
都市
	☐
	☐
	イクレイ*
	ICLEI

	
	☐
	☐
	都市SBT
	SBT for Cities

	
	☐
	☐
	デッドライン2020
	Deadline 2020

	投資家
	☐
	☐
	ネットゼロ資産保有者連合
	Net-Zero Asset Owners Alliance

	県・地域
	☐
	☐
	2℃未満連合
	Under2Coalition

	大学
	☐
	☐
	気候変動に対応したグローバルな大学
	Global Universities and Colleges for the Climate

	
	☐
	☐
	2番目の自然
	Second Nature

	その他**
	☐
	☐
	
	


*JCIは、自治体についてはイクレイ日本、企業・金融機関についてはSBTイニシアチブによる企業の1.5℃誓約(Business Ambition for 1.5℃)と連携しています。ぜひこちらを通じた参加を検討ください。
**パートナーイニシアチブは今後増える可能性もあります。今後3カ月以内に認定の見込みであるイニシアチブについてのみ記載ください。本誓約フォーム提出後3か月以内に加入をお願いしております。



B-Q2:ネットゼロの時期を教えてください。（必須）
	目標年
	要件

	年
	2050年以前である必要があります。



B-Q3:貴組織の排出量について教えてください。（必須）
最新年の排出量実績
	
	スコープ
	回答（単位：トン）
	要件、備考

	[    ]年・年度
	1
	トン
	

	
	2(マーケット基準)
	トン
	

	
	2(ロケーション基準)
	トン
	

	
	スコープ3
	トン
	500名以上の組織のみ。概算結果で結構です。



B-Q4:最新年のインベントリや目標についての詳細を記載しているURLがあれば教えてください。（任意）

	日本語
	

	英語
	






C. .JCI レース・トゥ・ゼロ要件による参加についての情報
※選択肢2((1),(2)いずれの場合も含む)を選択した方のみお答えください。設問C-Q4以降は、選択肢2-(1)を選択した方のみが回答対象です。

C-Q1:貴組織の最新の温室効果ガス排出量について教えてください。(選択肢2-(1), 2-(2))（必須）
最新年の排出量実績
	
	スコープ
	回答（単位：トン）
	要件、備考

	[    ]年・年度
	1
	トン
	

	
	2(マーケット基準)
	トン
	

	
	2(ロケーション基準)
	トン
	

	
	スコープ3
	トン
	500名以上の組織のみ。概算結果で結構です。



C-Q2:最新年のインベントリの詳細を記載しているURLがあれば教えてください。(選択肢2-(1), 2-(2)) （任意）
	



C-Q3:最新年のインベントリについて何かお知らせすべき内容があれば記載ください。(選択肢2-(1), 2-(2)) （任意）
	



C-Q4: 1年以内の新たな行動についての誓約(選択肢2-(1)のみ) （必須）
レース・トゥ・ゼロでは、気候変動への対策の緊急性の認識から、すぐに行動を起こすことを誓約いただいています。誓約から1年以内に、以下のリストから少なくとも2つについて、これまでやっていることに加えて、実施を約束してください。また、全て実施済みである場合は、その旨記載のあるチェックボックスをチェックの上、何か追加的に実施することを「その他」をチェックした上、記載ください。
	
	追加実施対策等
	具体的な内容（今後行いたい追加的内容について記載ください）

	☐
	組織や自治体のトップが主導する脱炭素化のタスクフォース等を構築する
	

	☐
	電力の再エネ契約への切り替えや再エネ設備導入の検討を始める
	

	☐
	省エネできる箇所について検討チームを構築する
	

	☐
	再エネ・省エネ・創エネ短期目標の引き上げを行う
	

	☐
	サプライヤーへの排出削減や目標設定を依頼する
	

	☐
	顧客や関係者(学生、住民等)への排出削減や目標設定を依頼する
	

	☐
	インターナルカーボンプライスや、自治体内での炭素税(カーボンプライス)や排出量取引の検討を始める
	

	☐
	脱炭素のために必要な技術の洗い出しを行い投資計画を策定する。
	

	☐
	製品やサービスの脱炭素化のための検討チームを構築する
	

	☐
	上記すべて実施済みである
	

	☐
	上記にない追加で行う対策を実施
	



C-Q5:ネットゼロの達成に向けた戦略を記載ください。 (選択肢2-(1)のみ) （必須）
	







C-Q6: ネットゼロ達成のための戦略について、説明のあるＵＲＬがあればご提供ください。(選択肢2-(1)のみ) （任意）
	日本語
	

	英語
	



C-Q7:中期目標・ネットゼロ目標の進捗報告(1年に1回)はJCI/CDPのどちらを通じて行いますか？(選択肢2-(1)のみ) （必須）
※貴組織ウェブサイトに進捗状況を掲載する場合も、別途、JCIまたはCDPに年に1度フォーマットに沿ったご報告をお願いしております。
	☐
	JCIに報告します。

	☐
	CDPに報告します。



